
最新の情報は、各施設の公式ホームページなどでご確認ください。 ◎ 美術館情報  
 
1. 愛知県美術館 【愛知・名古屋】 （https://www-art.aac.pref.aichi.jp/exhibition/000431.html） 

1 月16 日（土）～4 月14 日（日）  
企画展：コレクションズ・ラリー 愛知県美術館・愛知県陶磁美術館 共同企画 
愛知県美術館と愛知県陶磁美術館のコレクションを合わせると、その数は 17,000 件

以上にのぼります。本展は、そのなかから両館の 4 人の学芸員がそれぞれ独自の視

点でテーマを立ててご紹介する、オムニバス形式の展覧会です。同じ愛知県立の美

術館同士ですが、意外にもこのように大きな規模での共同企画を行うのは初めてのこ

と。愛知県陶磁美術館が休館中（2025 年4 月に再開予定）だからこそ実現したこの企

画、2 館のコレクションが出会うことで生まれる作品同士の共鳴を是非ともお楽しみくだ

さい。 

2. 瀬戸市美術館 【愛知・瀬戸】 （http://www.seto-cul.jp/information/index.php?s=1701307742） 

12 月2 日（土）～4 月14 日（日） 
企画展： 瀬戸市美術館企画展「瀬戸の近代陶磁」 

瀬戸で磁器の製造が開始されたのは、江戸時代後期のこととされ、瀬戸村においては

享和元年（1801）、加藤唐左衛門や加藤吉右衛門ら 16 名が陶器から磁器生産へ転業

し、文化四年（1807）、加藤民吉が九州から磁器製造にかかる技術を持ち帰ったこと

で、生産が拡大しました。窯屋たちは藩の保護の下、陶磁器製品の生産量等を管理し

ていましたが、明治維新による廃藩と共に、蔵元制度や窯株制度が撤廃されました。

これにより窯屋の経営が一時は困窮するものの、自由競争での陶磁器生産ができるよ

うになったことで、徐々に活力を取り戻していきます。明治時代になると、日本政府は

殖産興業を押し進めるとともに、美術工芸品の海外輸出にも力を入れました。また、政

府は欧米で盛んに開催される万国博覧会に積極的に参加し、瀬戸からは豪華絢爛で

技巧的な染付磁器が出品され、数々の賞を受賞しました。また、瀬戸で素地を製作

し、東京、横浜、名古屋などで上絵付を行った製品も数多く海外に輸出されました。 

優美かつ精緻な上絵付は各国の関心を集め、欧米におけるジャポニズムの発展の一翼を担います。それと同時に、

欧米の窯業技術の習得にも力を入れていきます。酸化コバルトによる染付の絵付や石膏型を使用した成形法など西

洋の窯業技術が瀬戸にもたらされ、今まで培ってきた技術と相まった新たなやきものづくりへと発展していきました。 

本展では、海外で高い評価を得た明治時代の瀬戸の陶磁器 48 点を展示します。当時の最先端技術によって製作さ

れ、瀬戸が世界に誇ったやきものの魅力をご紹介いたします。 

3. 永青文庫 【東京・文京区】 （https://www.eiseibunko.com/exhibition.html#2023fuyu） 

1 月13 日（土）～4 月14 日（日） 
早春展 「中国陶磁の色彩－2000 年のいろどり－」 

本展では、主に護立の蒐集品より重要文化財3点を含む優品を展示し、唐三彩（とうさ

んさい）、白磁、青磁、青花（せいか）、五彩（ごさい）など、色をテーマに中国陶磁を紐

解きます。あわせて、近代の洋画家・梅原龍三郎（うめはらりゅうざぶろう）（1888～

1986）や、河井寬次郎（かわいかんじろう）（1890～1966）、宇野宗甕（うのそうよう）

（1888～1973）といった陶芸家が中国陶磁を研究、題材にした作品を紹介します。 

紀元前から近代まで、色とりどりの多彩なコレクションをご堪能ください。 



4. 多治見市美濃焼ミュージアム [岐阜・多治見] 
1 月4 日（木）～3 月3 日（日） 
企画展： 思春期の心 

 多治見中学校3 年生の茶碗2024 
令和 5 年 5 月、昨年度に続き、多治見中学校で、

「特別鑑賞会」を実施しました。これは、17 世紀につ

くられた本物の「黒織部茶碗」「鳴海（なるみ）織部茶

碗」を学校へ持ち込み、3 年生約170 人が中庭で手

に取って鑑賞するというものです。 
3 年生約 170 人は、こうして「唯一無二」「破格」の器

を両の掌に抱き、本物のもつ造形のすごみを感じま

した。その後、美術の授業で ①電動ろくろによる成

形 ②両の掌で自分らしく変形 ③絵付け ④施釉 

⑤焼成により完成した作品を今回64点展示します。

また、鑑賞した織部茶碗などを同時に展示します。 
今回は、展示スペースの関係で代表者による展示と

なりましたが、一人一人の思いのこもった作品が並

んでいます。ぜひご覧ください。 
 
 
 
 
 
 
5. 多治見市美濃焼ミュージアム [岐阜・多治見]  (https://www.tajimi-bunka.or.jp/minoyaki_museum/archives/6078) 

2 月17 日（土）～4 月21 日（日） 
第3 回 全国やきもの甲子園 入賞・入選作品展 
1300年の歴史を刻んできた美濃焼の産地・岐阜県多治見市を舞台に、

令和 5 年の秋冬、高校生たちのやきものコンテストが開催されました。第

3 回目となる今回は「挑め、君だけの土と炎」をテーマに、北は北海道か

ら南は沖縄まで全国各地から129点もの作品がエントリーされました。そ

こからは、作り手の生きる地の風土や、制作へ突き動かす動機付けがあり

ありと感じられます。やきものに魅せられ青春をかける若き高校生たちの

作品のうち、入賞・入選作品を今回は多治見市美濃焼ミュージアムにて

展示します。やきものの将来を担う若い世代の作品をご覧ください。 
 

 
 
 
 
 


